
第３１期（令和７年４月～令和８年３月） 

株式会社河北町べに花の里振興公社営業報告について 

 

【収益の部】 

  第３１期の収益（営業外収益を含む）は、５億８,１５９万８,５００円（前期比１０６.８％）で３,７０９万 

８,９２６円の増額となりました。 

科目別では、受託金が１３５万円の減、利用料収入が１,３２３万７,２９７円の増、売上高が１,５１９万１,８６０ 

円の増となりました。 

内訳として、受託金はひなの湯が１５０万円の減、サハトべに花が１５万円の増となりました。 

  利用料収入は、利用者数が伸びたひなの湯が５０２万６,４２３円の増、宿泊料金を約１,０００円値上げしたひなの 

宿が５６２万５,７１６円の増、一般団体によるホール利用が多かったサハトべに花が１３０万３,０１５円の増、町外 

の一般利用が増えた町民体育館が１４万６８７円の増、テニス利用が減少したサン・スポーツランドが１４万 

９,５９０円の減、町民プールは近隣プールの休館の影響などにより利用者が増え１２９万１,０４６円の増となりまし 

た。 

  売上高は、利用者増に比例し売店売上が伸びたひなの湯が３８６万２,６２６円の増、７月より宴会料理を値上げし 

た湯楽亭が４５２万３１０円の増、ひなの湯から移設したアルコール類自動販売機を撤去したひなの宿は３８万 

７,２２８円の減、３０フェスや一般利用増に伴いサハトべに花が４８万５,５２１円の増、大きな大会等で露店販売を 

積極的に実施した町民体育館が９２万６,４０３円の増、アイスの売れ行きが好調だったサン・スポーツランドが２万 

４,６２１円の増、水着のセールが好調だった町民プールが１６万７,６５０円の増、認知度が定着してきた道の駅は３ 

階食堂や出張露店販売が売上を大きく伸ばし５５９万１,９５７円の増となりました。 

 

【費用の部】 

  費用（当期売上原価・販売費及び一般管理費・営業外費用）は５億８,０８４万８,１２１円（前期比１０５.９％） 

 で３,２２１万７,４５１円の増額となりました。 

  科目別では、当期売上原価が４８９万１,３４３円の増、人件費（役員報酬・給料手当・賃金・法定福利費・福利厚 

生費・退職金）が１,５６３万３,７１８円の増、水道光熱費が１８１万９,８０６円の増、広告宣伝費が１５９万 

６,０３３円の減、使用料及び賃借料が１１６万５,９１３円の増、委託料が９７１万８,５３３円の増などとなりまし 

た。 

 内訳として、当期売上原価についてはひなの湯が２２３万２,９４６円の増、湯楽亭は３万３,７６９円の減、ひなの 

宿が２９万９,５９５円の減、サハトべに花が１８万７,７１０円の増、町民体育館が４５万６,０８６円の増、サン・ 

スポーツランドが１万５,６５１円の増、町民プールが７万７,１１７円の増、道の駅が２２５万５,１９７円の増とな 

りました。 

 人件費は、人事異動や新規採用、最低賃金値上げや残業などで、ひなの湯が１,２７１万１,８４２円の増、湯楽亭が 

８１万４,０１８円の減、ひなの宿が３２万４,９２６円の減、サハトべに花が２６万８,０３６円の減、町民体育館が 

３１９万８９０円の減、サン・スポーツランドが２８万８,５３３円の増、町民プールが５６１万５,６２８円の増、道 

の駅が１６１万５,５８５円の増となりました。 

 水道光熱費は、節水システムを更新したものの昨今の燃料価格高騰・電気料金値上げによる変動が大きく、ひなの湯 

が４９万６,９７４円の増、初夏から晩夏の猛暑で空調稼働経費がかさんだサハトべに花が１８４万５,１８９円の増、 

漏水のあった町民体育館が７５万６,９４８円の増、認知度が高まり３階食堂・１階喫茶利用が増えた道の駅が５０万 

６,３８１円の増となり、一方で食洗機を更新し節水効果が出た湯楽亭が３８万９,４３９円の減、稼働率に比例しひな 

の宿が１１４万３,０３２円の減、節水に努めた町民プールが２８万２,０４２円の減となりました。 

 広告宣伝費は、前年度町制施行７０周年とひなの湯２５周年のコラボ事業があったため、ひなの湯が１２３万 

５,０７３円の減、開館１５周年を迎えたひなの宿が１５万５００円の増、前年度の７０未来フェスと今年度の３０フ 

ェスとの差分でサハトべに花が６８万９,４１０円の減、道の駅は１８万７００円の増となりました。 

 使用料及び賃借料は、厨房什器を更新した湯楽亭が７５万２,７５５円の増、自前で浴衣を購入したためリネン類レ 

ンタル品目から浴衣を徐外したひなの宿が７２万５,９０１円の減、プラネタリウム番組のリース料金でサハトべに花 

が１２８万６,５０６円の増などとなりました。 

委託料について、温泉設備機械点検業者を変更したことのほか、契約単価の増でひなの湯が５７１万６,４７８円の 

増、怪我療養の清掃スタッフに代わりシルバー人材へ委託したひなの宿が９５万７,１９７円の増、イベント企画制作 

やプラネタリウム関連でサハトべに花が２７５万４,１８７円の増、桜剪定作業と除雪費減での相殺で町民体育館が 

３９万１,５５９円の増、エレベーター・冷蔵庫の保守点検料などで道の駅が３５万９,３７９円の増となった一方で、 

除雪回数が少なかった町民プールが３２万４,６６０円の減となりました。    ― 裏面へ ― 



 

 

【税引前経常利益】 

 総じて、収益から費用を差し引いた税引前経常利益は７５万３７９円となり、法人税、住民税及び事業税１９万 

４,４９５円を差引いた税引き後の当期純利益は５５万５,８８４円となり、今期は黒字計上となりましたことを報告い 

たします。 
















